
　今回の光村の教科書の特筆すべき

点は、これまで教科書の紙面に混在

していた材料・用具や技法、参考資

料などを、内容を充実させて別冊に

まとめたことだと思います。

　中学校の美術ではこれまで、「教員

が説明するときや作品を制作する際

に、生徒が手元で見たり、折に触れ

振り返り確認したりできるものが必

要」などの理由で、副教材として資

料集を購入したり、教員が独自に資

料を準備したりしてきました。しか

し、別冊『資料』を活用すれば、その

ような負担がなくなります。中学３

年間で必要な資料がこの１冊にまと

まっているからです。教科書に準拠し

た資料が即座に活用できるのも、別

冊ならではの利点といえるでしょう。

　別冊『資料』では、前半に活用頻

度の高い多様な材料・用具や表現技

法などが紹介され、生徒の意欲を膨

らませる工夫がされています。中盤

は、ICTの活用を踏まえた写真や

映像などのデジタル表現や、思考ツ

ールで発想や構想を広げるためのペ

ージなどが構成されています。さら

に後半は、美しい写真で構成された

形や色彩、イメージなど、「造形的

な視点」につながるページが展開さ

れています。

　どのページも彩り豊かで、生徒が

やってみたい！とワクワクするつく

りになっています。先生方には、ぜ

ひ教科書と別冊『資料』、ICTを効

果的に活用して、生徒たちの豊かな

表現と鑑賞の実現に向けた授業を展

開していただきたいと思います。

『美術1 資料』 P.2～3

表現したいものに合わせて、生徒自身が描画材を選ぶことを促す導入ページ。中学校の美術で主に使われる8種類の描画材を紹介しています。

水彩絵の具のいろいろな描き方

新しい魅力が詰まった、令和7年度版中学校『美術』教科書。編集委員の先生方の
おすすめのページについて、ご紹介します。

ここがイチオシ！
新版教科書

中学3年間で必要な資料が別冊に

豊かな表現や鑑賞の
実現に向けて、
別冊『資料』を活用しよう 都内公立中学校で美術科教員として

勤務の後、東京都教育庁指導部指
導主事、都内公立小学校副校長、東
京都教職員研修センター統括指導
主事、東京都教育庁指導部主任指
導主事、同総務部教育政策担当課
長を経て現職。光村図書中学校『美
術』教科書編集委員。
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全国造形教育連盟委員長
東京都世田谷区立砧南中学校校長

技法と色の
資料動画が

全47本！

大充実の

全36　
ページ！

3年間使用できる
コンパクトな資料！
資料を別冊にすることで、3年間
通して活用できるようにしました。
冊子を折りたたむとコンパクトに
なるので、机上に置いて参照しな
がら制作に取り組むことができ
ます。

※字幕が設定されている動画のみ。

技法動画が
さらに使いやすく。
再生速度の変更や字幕のON/
OFF※を選ぶことができるので、
生徒一人一人の学習ペースに沿
ってご活用いただけます。

描く つくる 写真 色

映像

発想・構想

形・色・光

別冊『資料』　目次

・・どうやって描く？
・・鉛筆で描く
・・水彩絵の具で描く
・・アクリル絵の具で描く
・・さまざまな描き方
・・版画で表す
・・文字をデザインする
・・端末を活用する

・・どんな材料でつくる？
・・紙でつくる
・・粘土でつくる
・・木でつくる
・・金属でつくる
・・石でつくる

・・写真を撮影する ・・色の世界に出会う
・・色の特徴
・・色の効果と配色
・・日本と世界の
　　伝統色図鑑

・・映像を制作する

・・発想・構想のために

・・自然の中の形・色・光
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　岡本太郎について授業で教えるの

は、実はとても難しいことです。な

にせ本人が「今日の芸術は、うまく

あってはいけない。きれいであって

はならない。心地よくあってはなら

ない」と主張した人でしたから。で

も、彼のように世間の一般常識をぶ

ち壊して、べらぼうなものをつくり続

けた人がいたことを、生徒たちに知

ってもらうことは大切です。そして

彼の一見べらぼうな作品が、しっか

りした思想的な「芯」をもっていたこ

とにも、気づいてほしいと思います。

　この「体感ミュージアム」は、ま

ず渋谷駅を行き交う人々を見下ろす

「明日の神話」の写真によって、そ

の巨大なスケール感を知るところか

ら始まります。ページをめくると「作

者は、この作品にどんなメッセージ

を込めたのだろう」と問いかけがあ

ります。

　ここで「書き込みツール」を使っ

て、作品に描かれているものを生徒

たちにどんどん書き込んでもらいま

しょう。すると「なぜ雲に目玉が？」

「なぜ船に手足が？」のように疑問

も出てくると思います。不思議に気

づいて、自分なりの理由を考えてみ

ること、他の人はどう考えたかを知

ること。それだけで鑑賞は深まるは

ずです。

　各自が疑問を抱いたところで動画

コンテンツを見ると、制作意図や、

作者自身について知ることができま

す。岡本太郎に初めて接する生徒た

ちにとって、動き、描き、語る彼の

姿は強烈なインパクトを残すでしょ

う。さらに興味が生まれたら、ぜひ

実物を訪ねてほしいですね。

『美術2･3』 P.26  

『美術2･3』 P.24～25

次のページでは作品の全図や
制作風景の写真が掲載されており、
作品についての理解を深めることができます。

紙面に掲載されているQRコードから、
作品を体感的に鑑賞することができる多彩なコンテンツを視聴することができます。

代表作「明日の神話」と
「太陽の塔」について、
詳細に解説しています。

美術でよく使用される言葉を
まとめた資料を
ご用意しました。

岡本太郎が制作した作品、
制作の様子など豊富な資料を
1本の動画にまとめました。

体感ミュージアムで
深まる鑑賞、
岡本太郎の魅力を生徒たちに

教科書紙面とQRコンテンツで鑑賞を深める「体感ミュージアム」というページを
1年と2・3年それぞれで新設しました。ここでは「明日の神話」（岡

おか

本
もと

太
た

郎
ろう

）を
取り上げたページについてご紹介します。

鑑賞を深める体感ミュージアム

美術史家。1994年より東京国立近
代美術館に勤務、2022年より現職。
2011年には「生誕100年　岡本太郎
展」の企画を担当した。著書に『激
動期のアヴァンギャルド　シュルレアリ
スムと日本の絵画　1928-1953』があ
る。光村図書中学校『美術』教科書
編集委員。
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省
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吾
ご

東京国立近代美術館副館長

作品を体感できるQRコンテンツ
解説動画「明日の神話・太陽の塔」 解説動画「岡本太郎」 鑑賞を広げる言葉集 書き込みツール＆高精細画像

書き込んで
鑑賞を深める
高精細の作品画像が手元の端
末に。線や吹き出しを用いて、生
徒が気づきを自由に書き込んだ
り、拡大縮小機能を用いて細部
までじっくり鑑賞したりすること
ができます。

ダイナミックな
見開き図版
岡本太郎の代表作「明日の神
話」を見開き2ページで大きく掲
載。作品の大きさや展示風景を
生徒が実感できるような図版を
選びました。

ペ
ー
ジ
を
め

くると …

●「ムーラン・ド・ラ・
	 ギャレットの舞踏場」
	  （『美術1』 P.20～21）

●「風神・雷神像」
	  「風神雷神図屏風」
	  （『美術1』 P.36～43）

●「火焔型土器」
	  （『美術1』 P.58～59）

●「最後の晩餐」
	  （『美術2･3』 P.12～15）

●「明日の神話」
	  （『美術2･3』 P.24～26）

●「ゲルニカ」
	  （『美術2･3』 P.60～67）

「体感ミュージアム」は
教科書全体で

6か所に
設けています。

「書き込みツール＆高精細画像」の画面

「書き込みツール&高精細画像」は
 こちらからお試しいただけます。

● 印象を表す言葉

衝
しょう

撃
げき

的、魅
み

力
りょく

的、印象的、象
しょう

徴
ちょう

的、幻
げん

想
そう

的、神秘的、情
じょう

緒
ちょ

的、

抽
ちゅう

象
しょう

的、具象的、写実的、装
そう

飾
しょく

的、革新的、画期的、効果的、

繊
せん

細
さい

、緻
ち

密
みつ

、大
だい

胆
たん

、強
きょう

烈
れつ

、荒
あら

々
あら

しい、力強い、弱々しい、淡
あわ

い、

すがすがしい、いかめしい、伸
の

びやか、奥
おく

深
ぶか

い、静か、にぎやか、

はなやか、鮮
あざ

やか、素
そ

朴
ぼく

、明快、堂々とした、洗練された、ダイナミック

● 美術でよく使われる言葉

色に関係する言葉

色
しき

彩
さい

、配色、色づかい、濃
のう

淡
たん

、明暗、コントラスト（対比）、

モノトーン（白黒）、カラフル

● 気持ちを表す言葉

はっとする、じいんとする、琴
きん

線
せん

にふれる、ぐっとくる、

心に響
ひび

く、心が温まる、心にしみ入る、心を揺
ゆ

さぶられる、

胸に迫る、胸を打たれる、胸が熱くなる、胸がいっぱいになる、

目を奪
うば

われる、目に焼きつく、目を凝
こ

らす

その他のよく使われる言葉

イメージ、主題、題材、モチーフ、対象、素材、質感、手
て

触
ざわ

り、筆づかい（タッチ）、

細部、強調、省略、作風、様式、統一感

形や構図に関係する言葉

構成、構図、配置、画面、空間、余白、背景、バランス、調和、

立体感、遠近感、奥行き、リズム、シンメトリー（対
たい

称
しょう

）

言葉を知ると鑑賞はもっ
と広がり、豊かになるよ。
自分の感じ方にぴったり
くる言葉を探してみよう。

● 評価を表す言葉

型破り、独特、類を見ない、斬
ざん

新
しん

、完
かん

璧
ぺき

、抜
ばつ

群
ぐん

、圧
あっ

倒
とう

的、荒
あら

削
けず

り

鑑
かん

賞
しょう

を広げる言葉集
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　日本美術が日常生活から消えてし

まった現在、せめて日本絵画のおも

しろさを中学生にどうすれば伝えら

れるだろうかと考え、つくってみた

のが「日本の絵画を楽しむ　五つの

キーワード」の特集です。他の洋紙

ページとの差別化を図るため、和紙

風の紙に印刷するという凝りようで

す。そして、日本絵画の魅力を「四季」

「動物」「不思議」「余白」「構図」の五

つのキーワードで見せる工夫をしま

した。

　「四季」では、春夏秋冬を感覚的に

実感できるもの。例えば、山間の渓

流の音や涼しさを伝える絵や、雪の

日の寒さと雪の白の美しさを伝える

絵を紹介しました。

　「動物」では、巨大な虎が描かれた

襖を。どう見ても猫のようなコミカ

ルな虎です。「鳥獣人物戯画」では、

蛙が自分より大きな兎を投げ飛ばし、

怪気炎を吐く場面を掲載しました。

この目に見えない怪気炎を線で表し

たところに、現代の漫画に通ずる表

現があります。

　「不思議」では、人体を組み合わせ

て一つの顔をつくってみせた絵や、

提灯が幽霊の顔になっている絵を。

生徒の興味を引くのではないでしょ

うか。

　「余白」では、墨の濃淡だけで霧に

煙る松林を描いたものや、金屏風に

燕
かきつばた

子花をリズミカルに配置したもの

を紹介しました。

　「構図」では、ゴッホも驚いた広重

の版画、近景を巨大化した絵や、遠

景の富士が巨大に見える絵を紹介し

ています。

　これらによって、日本絵画の奇抜

な発想に気づいてほしいと思います。

『美術2・3』 P.27

『美術2・3』 P.36～37

「余白」という
キーワードで屏風作品を
紹介。

人気の日本美術を大特集！

「日本の絵画を楽しむ
五つのキーワード」

キーワードから読み解く、
日本絵画のおもしろさ

日本美術史家。1979年より板橋区立
美術館勤務。2005年に館長に就任
し、2013年に退職。2017年より北
斎館館長、2023年より静嘉堂文庫
美術館館長。近著に『若冲VS応挙』、
『ARTBOX ゆるかわ妖怪絵』など。
光村図書中学校・高等学校『美術』
編集委員。
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北斎館館長
静嘉堂文庫美術館館長

そ
の

「
醍だ
い

醐ご

」（
奥お
く

村む
ら

土と

牛ぎ
ゅ
う）

「
夏
秋
渓
流
図
屏
風
」（
鈴す
ず

木き

其き

一い
つ）

「
紅
葉
」（
横よ
こ

山や
ま

大た
い

観か
ん
）

「
東
京
二
十
景 

芝し
ば

増ぞ
う

上
じ
ょ
う

寺じ

」

（
川か
わ

瀬せ

巴は

水す
い
）

四
季

一

「
虎
図
襖
」（
長な
が

沢さ
わ

芦ろ

雪せ
つ

）

「
仔
犬
」（
中な
か

村む
ら

芳ほ
う

中ち
ゅ
う）

「
鳥
獣
人
物
戯
画 

甲
巻
」

「
動ど
う

植
し
ょ
く

綵さ
い

絵え  

群
鶏
図
」（
伊い

藤と
う

若
じ
ゃ
く

冲ち
ゅ
う）

そ
の

動
物

二

「
み
か
け
は
こ
は
ゐ
が
と
ん
だ
い
ゝ
人
だ
」

（
歌う
た

川が
わ

国く
に

芳よ
し
）

「
百
物
語 

お
岩
さ
ん
」（
葛か
つ

飾し
か

北ほ
く

斎さ
い

）

「
百
鬼
夜
行
絵
巻
」

そ
の

不
思
議

三

「
松
林
図
屏
風
」（
長は

谷せ

川が
わ

等と
う

伯は
く

）

「
秋
草
図
屏
風
」（
俵
た
わ
ら

屋や

宗そ
う

雪せ
つ

）

「
燕
子
花
図
屏
風
」（
尾お

形が
た

光こ
う

琳り
ん

）

「
八や
つ

橋は
し

蒔ま
き

絵え

螺ら

鈿で
ん

硯
す
ず
り

箱ば
こ

」（
尾
形
光
琳
）

そ
の

余
白

四

「
名
所
江
戸
百
景 

亀か
め
い
ど戸

梅う
め

屋や

舗し
き

」

（
歌う
た

川が
わ

広ひ
ろ

重し
げ
）

「
初
夏
の
海
に
赤あ
か

翡
し
ょ
う

翠び
ん

」（
田た

中な
か

一い
っ

村そ
ん

）

「
山
（
富
士
山
）」（
片か
た

岡お
か

球た
ま

子こ

）

「
冨
嶽
三
十
六
景 

神
奈
川
沖
浪
裏
」

（
葛
飾
北
斎
）

そ
の

構
図

五

多様な日本絵画を五つのキーワードに沿って掲載！

屏風は両隻
を掲載。

余白の美しさを
じっくり鑑賞

できます。

質感のある
用紙が

16
ページ！

中学生に見てほしい人気の日本の絵画を集め、16ページにわたって特集しました。
和紙の質感に近い用紙に印刷しています。
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